
(1） 第210号 広 報 あ か い け 昭和55年7月1日 

Irn 幸，

西覇
発行所 赤池町役場 編集 総務課文書広報係 丑（代表）2004 

印刷所 赤 池 印 刷 毎月 1 回発行 

町 の 人 口 

人 口 9,407 人 （増21) 

男 4,510 人 （増11) 

女 4,897 人 （増10) 

世帯数 3,041世帯（増10) 

出生 10人 転入 68人 

死亡 8人 転出 49人 

(55年5月末日現在） 

( ）内は前月との増減 

（ォープンを待つばかりのプール・写真〔左上〕は子供用フpール） 

7月20日オープン予定（50 - F L'究itti,, 

) 

赤池町ボタ山下に、昨年4月から赤池町50mプールと幼児子供用フ’ニル工事に着手して 

おりましたが、近く完成し、いよいよ7月20日よりォープンの予定です。このプ＝ルは敷 

地面積約7, 775m、管理棟妃0mの大規模なもので、プールは県開就事業、管理棟は町過J 

疎事業で行われたものです。特徴は、プ＝ルの管理棟の外壁と通路に「上野焼大型共同作 

業場」でつくられた陶板タイルを使用しており、これまでにも市場ノ」学校や中尾保育所な 

どにも使用されております。これから先、夏休みに入る子供たちにとっては、とても素適 

なプレゼントになりそうです。なお、この総合運動公園内には、今年3月完成のテニスコ 

ート、バレーコート各2面、53年10月ォープンの町民球場や陸上競技場など多くが、現在 

町民に利用されております。 （テニス、バレーコートも7月20日同時にォープンの予定。） 
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川
投
票
率
前
回
を
上
回
る
川
 

衆
議
院
議
員
総
選
挙
及
び
参
議
院
議
 

員
通
常
選
挙
並
び
に
最
高
裁
判
所
裁
判
 

官
国
民
審
査
が
六
月
二
十
二
日
、
午
前
 

七
時
か
ら
町
内
三
カ
所
（
役
場
旧
第
一
一
 

公
民
館
、
上
野
小
体
育
館
、
中
尾
生
活
 

館
）
の
投
票
所
で
一
斉
に
行
わ
れ
、
五
、
 

八
三
五
人
が
午
後
六
時
ま
で
に
投
票
し
 

ま
し
た
。
 

五
月
三
十
日
参
議
院
、
六
月
二
日
衆
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『赤池町投 

票結果．ノ 

、
 

議
院
に
公
示
さ
れ
た
史
上
初
の
同
日
選
 

挙
は
、
各
党
よ
り
衆
議
院
五
人
（
定
数
 

四
人
）
、
参
議
院
地
方
区
六
人
（
定
数
 

三
人
）
の
立
候
補
者
に
よ
り
激
戦
が
展
 

開
さ
れ
、
投
票
率
は
衆
院
選
八
三
・
七
 

〇
％
、
参
院
選
地
方
区
八
三
・
六
六
％
 

と
前
回
を
上
回
る
審
判
と
な
り
ま
し
た
。
 

開
票
は
翌
日
、
二
十
三
日
午
前
八
時
 

か
ら
町
民
会
館
体
育
館
で
行
わ
れ
、
当
 

日
の
有
権
者
数
は
六
、
九
七
一
人
で
、
衆
 

参
両
院
選
の
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。
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最
審
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査
 
五
、
七
五
穴
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」
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九
．
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各
候
補
者
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票
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③
衆
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院
議
員
候
補
者
別
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票
数
 

ユ
疋
数
四
人
〕
 

●
田
中
 
六
助
（
自
民
党
）
一
一
、
七
五
五
票
 

●
春
永
 

乎
（
無
所
属
）
 

三
」
ハ
票
 

●
三
浦
 

久
（
共
産
党
）
 

五
二
三
票
 

●
中
西
せ
き
介
（
社
会
党
）
一
、
七
〇
一
票
 

●
か
じ
 

清
（
公
明
党
）
 

五
九
六
票
 

（
届
出
順
位
）
 

③
参
議
院
議
員
候
補
者
別
得
票
数
 

《
地
方
辱
定
数
三
人
 

●
も
と
む
ら
和
喜
（
自
民
党
）
 

一
「
一
八
票
 

●
く
わ
な
義
治
（
公
明
党
）
 

七
八
七
票
 

●
小
柳
 

勇
（
杜
会
党
）
一
一
、
〇
】
一
一
票
 

●
有
馬
 
和
子
（
共
産
党
）
 

五
一
八
票
 

●
真
崎
 

洋
（
階
鵬
）
 

一
五
票
 

●
く
ら
う
ち
修
治
（
自
民
党
）
二
七
二
一
票
 

（
届
出
順
位
）
 

《
全
国
馬
 

●
別
表
掲
載
の
と
お
り
。
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信
也
洋
榔
英
洋
吾
雄
之
郵
典
郎
夏
雄
一
広
清
武
一
市
生
 

亮
幸
 

金
永
あ
け
昌
工
 
い
重
 

凄
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栄
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一
「
重
哲
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孝
 

東
英
知
寿
啓

1
1
一
干
敏
英
 

道
甚
励
正
 

パ
島
藤
本
 

田
井
野
雌
中
茂
郷
馴
醤
木
田
東
橋
谷
藤
田
橋
木
浦
野
ち
木
鷺
助
の
永
間
原
か
部
山
わ
本
田
京
辺
露
難
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長
災
ブ
ロ
オ
月
 

加
青
内
a

邸
太
安
辰
叱
山
丸
東
目
加
関
鈴
長
山
高
大
斉
宮
高
鈴
松
坂
い
立
上
加
麗
安
福
畑
塩
岡
中
酒
松
岡
梶
渡
＼
片
山
田
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勝
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町
民
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
・
ー
 

六
月
八
日
（
日
）
、
赤
池
町
体
育
協
会
 

主
催
の
第
十
三
回
町
民
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
 

大
会
が
男
子
町
民
会
館
、
女
子
市
場
小
 

学
校
体
育
館
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
 

こ
の
大
会
に
は
、
男
子
五
チ
ー
ム
、
 

女
子
十
チ
ー
ム
の
参
加
が
あ
り
、
各
地
 

域
の
声
援
の
中
に
熱
戦
が
展
開
さ
れ
ま
 

し
た
が
、
男
子
は
九
支
所
の
壁
は
厚
く
 

破
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
も
の
の
、
 

女
子
は
不
敵
を
誇
っ
て
い
た
十
五
支
所
 

が
破
れ
、
八
支
所
に
栄
冠
が
輝
き
ま
し
 

た
。
な
お
、
初
参
加
の
女
子
チ
ー
ム
、
 

高
尾
団
地
や
二
十
一
支
所
の
今
後
の
発
 

展
を
期
待
し
ま
す
。
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※
初
優
勝
の
喜
び
の
声
 

A及
、
初
め
て
優
勝
し
て
皆
ん
な
大
 

喜
び
で
す
。
こ
の
六
年
間
試
合
を
や
っ
 

て
き
ま
し
た
が
、
い
つ
も
一
試
合
か
一
一
 

試
合
で
負
け
て
、
優
勝
は
夢
の
又
夢
で
 

し
た
。
そ
れ
が
今
年
は
優
勝
、
そ
れ
も
 

強
敵
伏
原
チ
ー
ム
を
破
り
ま
し
た
。
 

こ
の
よ
う
に
優
勝
が
で
き
た
の
も
早
 

谷
コ
ー
チ
と
チ
ー
ム
皆
ん
な
の
団
結
力
 

の
お
陰
で
す
。
こ
れ
か
ら
も
チ
ー
ム
皆
 

ん
な
で
練
習
を
積
み
、
一
生
懸
命
頑
張
 

り
た
い
と
思
い
ま
す
。
 

（
ギ
ャ
プ
テ
ン
）
梅
木
田
ミ
チ
子
 

立
花
利
光
氏
が
表
彰
さ
れ
る
 

『
交
通
安
全
功
労
者
表
彰
』
 

昭
和
三
十
二
年
よ
り
田
川
交
通
安
全
 

活
動
に
精
進
さ
れ
、
交
通
事
故
防
止
に
 

尽
力
さ
れ
た
こ
と
に
対
し
、
そ
の
功
労
 

が
認
め
ら
れ
、
去
る
五
月
二
十
八
日
、
 

福
岡
市
西
日
本
新
聞
会
館
に
お
い
て
福
 

岡
県
知
事
よ
り
本
町
の
立
花
利
光
氏
圃
 

歳
（
大
字
市
場
）
が
、
昭
和
五
十
五
年
 

度
交
通
安
全
功
労
者
の
表
彰
を
受
け
ま
 

し
た
。
 

立
花
氏
は
、
昭
和
三
十
二
年
か
ら
今
 

日
ま
で
の
長
き
に
亘
り
交
通
安
全
活
動
 

に
尽
力
さ
れ
、
現
在
、
田
川
交
通
安
全
 

協
会
赤
池
支
部
の
副
支
部
長
及
び
赤
池
 

町
交
通
安
全
推
進
協
議
会
々
員
を
在
任
 

し
て
お
り
ま
す
。
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田
川
交
通
安
全
協
会
 

赤
池
支
部
特
別
賛
助
者
 

中
辰
組
 
立
花
建
設
 
香
月
建
設
 

亀
谷
建
設
 
竹
沢
建
設
 
斉
藤
建
設
 

熊
谷
組
 
大
島
工
務
店
 
太
田
建
業
 

明
治
赤
池
事
務
所
 
太
田
敏
生
（
郵
便
 

局
長
）
 

山
本
家
具
店
 
稲
垣
商
店
 

亀
井
精
肉
店
 
藤
井
酒
店
 
門
司
酒
店
 

石
橋
商
店
 
金
畑
角
店
 
秋
元
金
物
 

店
 
明
昭
機
工
脚
 
下
田
川
ラ
イ
オ
ン
 

ズ
ク
ラ
ブ
 

田
中
清
山
窯
元
 
興
国
寺
 

窯
元
 
英
興
窯
元
 

歯
の
ク
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
4

に
 10 

人
が
 

『
健
康
づ
く
り
歯
み
が
き
大
会
』
 

赤
池
町
健
康
づ
く
り
推
進
協
議
会
・
 

子
ど
も
育
成
連
・
教
育
委
員
会
主
催
の
 

「
健
康
づ
く
り
歯
み
が
き
大
会
」
が
、
 

六
月
八
日
（
日
）
、
町
民
会
館
で
田
川
歯
 

科
医
師
会
の
共
催
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
 

町
内
よ
り
百
六
十
人
の
子
ど
も
た
ち
 

の
参
加
で
、
歯
科
医
師
会
に
よ
る
検
診
、
 

歯
科
衛
生
士
会
に
よ
る
人
形
劇
・
ゲ
ー
 

ム
・
ス
ラ
イ
ド
な
ど
が
行
わ
れ
、
子
ど
 

も
た
ち
に
正
し
い
歯
み
が
き
と
、
歯
の
 

予
防
を
と
、
こ
の
大
会
で
実
践
指
導
が
 

な
さ
れ
、
歯
み
が
き
体
操
の
後
、
き
れ
 

い
で
丈
夫
な
歯
の
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
十
人
 

が
決
定
し
、
入
賞
者
に
記
念
品
の
カ
タ
 

テ4

が
、
ま
た
参
加
者
全
員
に
エ
ン
ピ
 

ツ
、
三
角
定
規
、
ヤ
ク
ル
ト
ー
本
が
贈
 

の
カ
 

ー
、
 

ら
れ
ま
し
た
。
 

ー
入
賞
者
は
次
の
と
お
り
 

o 

井
ノ
ロ
っ
ょ
t
（
園
児
）
瓜
生
田
ま
 

さ
子
（
園
児
）
市
川
晶
子
（
一
年
）
 

太
 

田
か
ず
ゆ
き
（
一
一
年
）
 

長
谷
川
あ
す
か
 

和
名
 
文
月
（
ふ
み
づ
き
）
 

書
物
の
虫
ぽ
し
を
す
る
こ
と
か
ら
、
 

文
書
を
ひ
ろ
げ
月
文
月
と
な
ま
っ
た
も
 

の。 1
日
（
火
）
 

心
配
ご
と
相
談
日
（
昨
ン
タ
m
) 

国
民
安
全
の
日
 

全
国
安
全
週
間
始
ま
る
 

2
日
（
水
）
 

半
夏
生
 

4
日
（
金
）
 

米
国
独
立
記
念
日
 

7
日
（
金
）
 

心
配
ご
と
相
談
日
（
嫡
ン
タ
世
 

七
タ
・
小
暑
 

11 

日
（
金
）
 

尖
肩
砥
園
太
鼓
 

12 

日
（
土
）
 

養
命
大
学
（
細
獣
）
酬
鵬
 

13 

日
（
日
）
 

精
霊
会
・
ぽ
ん
迎
火
 

14 

日
（
月
）
 

検
疫
記
念
日
 

15 

日
（
火
）
 

う
ら
ぽ
ん
 

16 

日
（
水
）
 

ぽ
ん
送
り
・
や
ぶ
入
り
 

17 

日
（
木
）
 

心
配
ご
と
相
談
日
（
晦
ン
タ
世
 

18 

日
（
金
）
 

婦
人
学
級
（
細
鵬
）
田
嶋
 

19 

日
（
土
）
 

勤
労
青
少
年
の
日
・
土
用
 

20 

日
（
日
）
 

海
の
記
念
日
 

学
校
夏
休
み
（
小
・
中
学
校
）
 

23 

日
（
水
）
 

乳
幼
児
学
級
（
細
鵬
）
酬
鵬
 

ふ
み
の
日
・
大
暑
 

26 

日
（
土
）
 

養
命
大
学
（
細
駅
）
酬
鵬
 

27 

日
（
日
）
 

心
配
ご
と
相
談
日
（
庫
ン
タ
m
) 

土
用
の
丑
 

31 

日
（
木
）
直
方
多
賀
神
社
夏
越
祭
り
 

(J ウ
 

（一一年） 

と
う
た
け
と
（
三
年
）
 

太
田
 

と
し
ひ
ろ
（
三
年
）
竹
沢
な
お
ゆ
き
（
 

四
年
）
 

立
花
直
美
（
中
一
）
 

原
田
直
子
 

（
中
二
）
 

*
 

*
 

*
 

*
 

*
 

*
 

*
 

赤
池
B

（第 
11 

支
所
）
チ
ー
ム
 

田
川
郡
婦
人
親
善
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
 

田
川
郡
社
会
体
育
振
興
協
会
主
催
の
 

第
九
回
田
川
郡
婦
人
親
善
バ
レ
ー
ボ
ー
 

ル
大
会
が
六
月
一
日
（
日
）
、
郡
内
七
カ
 

町
村
よ
り
十
九
チ
ー
ム
が
参
加
し
て
盛
 

大
に
行
わ
れ
ま
し
た
。
 

赤
池
町
よ
り
A

・B
ニ
チ
ー
ム
が
参
 

加
し
、
A
チ
ー
ム
は
伏
原
、
B
チ
ー
ム
 

は
十
支
所
を
主
体
と
し
た
チ
ー
ム
で
、
 

A
チ
ー
ム
は
川
崎
町
の
強
敵
ニ
チ
ー
ム
 

を
相
手
に
善
戦
し
ま
し
た
が
、
む
な
し
 

く
破
れ
決
勝
リ
ー
グ
に
は
進
出
で
き
ま
 

せ
ん
で
し
た
。
 

B
チ
ー
ム
は
リ
ー
グ
 

優
勝
し
て
決
勝
に
駒
を
進
め
ま
し
た
が
、
 

優
勝
チ
ー
ム
の
中
津
原
に
破
れ
、
前
年
 

度
優
勝
チ
ー
ム
の
大
宝
に
も
力
及
ば
ず
 

四
位
に
と
ど
ま
り
ま
し
た
。
 

し
か
し
、
敢
闘
賞
を
手
に
し
た
選
手
 

た
ち
は
、
来
年
度
に
新
た
な
フ
ア
イ
ト
 

を
燃
し
て
お
り
ま
す
。
朝
早
く
よ
り
審
 

判
し
て
く
だ
さ
っ
た
長
谷
川
恵
久
先
生
 

や
応
援
の
方
々
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
 

ま
し
た
。
 

【A
チ
ー
ム
】
予
選
リ
ー
グ
 

〇
赤
池
2
 

A
 

（購H
皿
」
昌
引
ワ
ー
ズ
 

(
m
H
m
」
l
川崎 

〇赤讐（鏡）2
川崎親友会 

【B
チ
ー
ム
】
予
選
リ
ー
グ
 

〇
赤
池
2
 

B
 

〇
赤
池
2
 

B
 

、 21 
~
 10 
ノ 
ー
金
田
 

ノ 21 
1

6
、 

シ
ス
タ
ー
ス
 

G
 
91
 

)0
川
崎
峰
小
 

【
準
優
勝
戦
】
 

〇
赤
噌
（
m
ロ“)2
香春中津 

【
三
位
決
定
戦
】
 

〇
赤
讐
（
“
ロ
加
）
2
川
崎
大
宝
 

2
香
春
中
津
原
 

⑥
選
手
紹
介
（
A
チ
ー
ム
）
 

監
督
池
田
昇
 
元
吉
多
賀
子
 
亀
谷
 

不
コ
子
 
吉
田
紀
子
 
亀
谷
貞
子
 
小
 

笹
砂
代
 
早
川
久
美
子
 
香
月
京
子
 

河
本
キ
ヌ
ェ
 
安
武
た
つ
子
 
田
鹿
千
 

恵
子
 

⑨
選
手
紹
介
（
B
チ
ー
ム
）
 

監
督
池
永
直
俊
 
辰
己
ヒ
サ
子
 
西
 

園
照
子
 
木
月
貴
子
 
福
原
俊
子
 
口
 

石
ヒ
ロ
子
 
高
林
悦
子
 
林
公
子
 
柴
 

田
千
津
代
 
池
田
美
賀
子
 
渡
和
代
 

・

γ

 

・

γ

 

・

γ

 

・

γ

 

・

γ

 

・

γ

 

・

γ
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あ
 

報
 

広
 

題 「童 子」 

優秀作品に “三宅嘉一さん，, 

6月例会 『写団フアミリー』 

6月13日（金）午後7時から町民会館において会員11名が出席 

し、 126点の作品の合評をした。 

《今月の優秀作家・カラーの部》 

一席「村田義美」、二席「光井英一」、三席「三宅嘉一」 

四席「戸塚栄太郎」、五席「三角勝一」、六席「花井一洋」 

（評）今月は三宅さんの作品ですが、さすがに子供の写真は撮 

り馴れているだけ無難にまとめていますね。望遠レンズで写し 

ているためバックのぽけ具合がちょうどよく、子供がより強調 

されて好感のもてる作品になっています。 （早谷克粘） 

． 、’ "“、‘、‘、‘'

池永弘子さん 

(25歳） 

赤池中組 

「
一
一
十
一
世
紀
へ
の
飛
溺
」
 
と
い
う
 

テ
ー
マ
を
か
か
え
て
、
第
十
回
福
岡
県
 

青
年
の
船
の
団
員
と
し
て
、
六
月
十
六
 

日
よ
り
二
週
間
に
わ
た
っ
て
、
中
華
人
 

民
共
和
国
を
訪
間
し
ま
し
た
。
 

二
週
間
と
い
う
は
じ
め
て
の
長
い
船
 

旅
。
び
っ
し
り
詰
ま
っ
た
研
修
ス
ケ
ジ
 

ユ
ー
ル
に
追
い
ま
く
ら
れ
た
船
内
生
活
 

は
、
制
約
さ
れ
た
団
体
生
活
で
最
初
は
 

辛
い
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
が
、
あ
る
時
 

は
洗
た
く
屋
に
、
あ
る
時
は
カ
メ
ラ
マ
 

ン
に
、
ま
た
、
あ
る
時
は
デ
ッ
ギ
を
磨
 

く
掃
除
婦
に
な
っ
た
り
し
な
が
ら
、
日
 

一
日
と
中
国
へ
向
か
う
希
望
と
期
待
が
 

大
き
く
ふ
く
ら
ん
で
、
そ
れ
が
喜
び
に
 

変
っ
て
い
く
の
を
感
じ
ま
し
た
。
 

広
州
、
上
海
で
の
参
観
活
動
で
は
、
 

行
く
先
々
で
個
人
の
旅
行
で
は
味
わ
う
 

こ
と
が
で
き
な
い
中
国
人
民
の
熱
烈
な
 

歓
迎
を
う
け
ま
し
た
。
広
大
な
大
地
、
 

緑
の
平
野
の
中
で
、
こ
つ
こ
つ
と
働
く
 

人
々
、
発
展
途
上
に
あ
る
中
国
は
、
日
 

本
に
比
べ
る
と
、
農
業
、
工
業
面
な
ど
 

遅
れ
て
い
る
と
こ
ろ
も
あ
り
ま
す
が
、
 

四
つ
の
近
代
化
を
目
指
し
て
の
仕
事
に
 

14- 16歳が全体の7割 
低年齢化が一層進む 

。
 

県
青
年
の
船
 

対
す
る
情
熱
に
、
す
べ
て
が
こ
れ
か
ら
 

と
い
っ
た
生
き
生
き
と
し
た
も
の
を
感
 

じ
ま
し
た
。
 

学
習
に
対
し
て
も
非
常
に
意
欲
的
で
、
 

毛
主
席
の
思
想
の
も
と
に
徹
底
し
た
教
 

育
、
し
つ
け
が
な
さ
れ
、
国
家
体
制
の
 

ち
が
い
を
痛
感
し
ま
し
た
。
 

ど
こ
を
参
観
し
て
も
、
キ
ラ
キ
ラ
輝
 

く
瞳
が
、
笑
顔
が
、
私
た
ち
を
迎
え
て
 

く
れ
ま
し
た
。
 

中
国
青
年
と
の
交
歓
会
で
は
、
友
好
 

の
大
切
さ
を
肌
で
感
じ
る
こ
と
が
で
き
 

ま
し
た
。
こ
の
感
激
を
、
こ
の
ま
ま
日
 

本
に
持
ち
帰
り
た
い
と
思
い
ま
し
た
。
 

私
が
こ
の
青
年
の
船
で
得
た
も
う
ー
 

つ
の
も
の
、
そ
れ
は
友
情
で
す
。
船
酔
 

い
で
は
げ
ま
し
あ
い
、
研
修
で
共
に
学
 

び
、
出
会
い
の
素
晴
ら
し
さ
、
別
れ
の
 

悲
し
さ
を
共
に
味
わ
っ
た
こ
の
長
い
団
 

体
生
活
に
よ
っ
て
芽
生
え
た
か
け
が
え
 

の
な
い
友
情
で
す
。
 

私
に
と
っ
て
二
度
と
な
い
経
験
だ
っ
 

た
と
思
い
ま
す
。
こ
の
尊
い
経
験
を
、
 

こ
の
素
晴
ら
し
い
友
情
を
、
少
し
で
も
 

地
域
の
人
た
ち
に
伝
え
る
こ
と
が
で
き
 

た
ら
と
思
い
ま
す
。
 

今
は
た
だ
、
こ
の
青
年
の
船
の
参
加
 

に
協
力
し
て
く
だ
さ
っ
た
方
へ
の
感
謝
 

の
気
持
で
い
っ
ぱ
い
で
す
。
あ
り
が
と
 

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
 

*
 

*
 

*
 

*
 

*
 

*
 

*
 

池田真里子さん 

(21歳） 

赤池岩屋組 

私
は
、
第
十
回
日
中
友
好
福
岡
県
青
 

年
の
船
に
乗
る
こ
と
が
で
き
、
本
当
に
 

よ
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。
五
月
十
六
日
 

の
出
航
か
ら
二
十
九
日
の
帰
航
ま
で
、
 

長
い
よ
う
で
短
か
っ
た
二
週
間
…
。
そ
 

の
間
に
、
今
ま
で
の
生
活
で
は
得
ら
れ
 

な
か
っ
た
素
晴
ら
し
い
数
多
く
の
事
を
 

経
験
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
 

五
月
二
十
日
か
ら
五
月
二
十
二
日
ま
 

で
の
広
州
市
参
観
活
動
で
は
、
ギ
リ
ガ
 

そ
び
ょ
う
 

ミ
や
織
物
の
工
場
い
ー
『
祖
廟
」
と
い
う
 

0
 

,
 

早
い
う
ち
に
つ
み
と
ろ
う
 

総翻（隷器網 
欝 
食鷲義 

子
供
は
、
あ
る
日
突
然
非
行
に
走
る
 

の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
小
さ
な
風
船
が
 

だ
ん
だ
ん
ふ
く
ら
ん
で
、
や
が
て
パ
チ
 

ー
ン
と
は
じ
け
る
よ
う
に
、
徐
々
に
非
 

行
へ
の
道
に
深
入
り
し
て
い
き
ま
す
。
 

こ
の
過
程
で
、
さ
ま
ざ
ま
な
非
行
へ
の
 

ク
き
ざ
し
ク
が
見
ら
れ
ま
す
。
 

子
供
の
非
行
防
止
も
、
病
気
の
場
合
 

と
同
じ
よ
う
に
力
早
期
発
見
4

が
大
切
 

で
す
。
 

そ
の
た
め
に
は
、
ふ
だ
ん
か
ら
子
供
 

の
生
活
を
注
意
深
く
見
守
り
な
が
ら
、
 

非
行
の
“
芽
カ
を
早
い
う
ち
に
つ
み
と
 

っ
て
し
ま
う
こ
と
が
肝
心
で
す
。
 

寺、 

「
夢
闇
公
社
」
、
 

「
中
山
大
学
」
 

「
第
一
幼
稚
園
」
等
に
行
き
ま
し
た
。
 

中
で
も
、
中
山
大
学
の
学
生
た
ち
を
 

始
め
、
各
種
工
場
で
働
き
な
が
ら
独
学
 

で
日
本
語
を
勉
強
し
て
い
る
人
々
の
勉
 

強
に
対
す
る
意
欲
に
は
、
目
を
見
張
る
 

ば
か
り
で
し
た
。
 

日
本
と
は
異
な
る
社
会
体
制
で
あ
り
、
 

い
く
ら
一
生
懸
命
勉
強
し
て
も
、
自
分
 

の
実
力
を
実
際
に
た
め
す
機
会
が
少
な
 

い
中
国
の
人
た
ち
。
 

だ
か
ら
こ
そ
、
彼
ら
は
懸
命
に
私
た
 

ち
に
語
り
か
け
て
き
た
の
で
す
。
現
在
 

の
日
本
人
（
私
も
含
め
て
）
に
、
あ
れ
 

ほ
ど
の
勤
勉
さ
が
あ
る
だ
ろ
う
か
。
そ
 

う
考
え
た
時
、
淋
し
さ
と
共
に
、
は
ギ
 

子
供
の
ど
う
い
う
言
動
が
非
 

行
に
つ
な
が
っ
て
い
く
の
か
、
非
行
の
 

ク
き
ざ
し
4

の
い
く
つ
か
を
あ
げ
て
み
 

ま
し
た
。
 

●
ウ
ソ
は
非
行
化
の
赤
信
号
 

す
ぐ
わ
か
る
よ
う
な
ウ
ソ
を
つ
い
 

た
り
、
親
の
顔
を
ま
と
も
に
み
な
い
 

で
、
あ
い
ま
い
な
返
事
し
か
し
な
い
 

ウ
ソ
が
露
見
し
て
も
平
気
な
顔
を
す
 

る
よ
う
に
な
る
。
 

●
成
績
が
急
激
に
ダ
ウ
ン
 

得
意
な
科
目
の
成
績
ま
で
目
に
み
 

え
て
落
ち
、
テ
ス
ト
の
結
果
も
見
せ
 

な
く
な
る
。
 

か
し
さ
を
覚
え
ま
し
た
。
又
、
第
一
幼
 

稚
園
で
の
子
ど
も
た
ち
の
目
の
輝
き
、
 

あ
の
可
愛
い
ら
し
さ
。
し
か
し
、
全
託
 

（
週
託
）
に
対
し
て
、
 

「
可
愛
い
そ
う
 

」
と
感
じ
る
の
は
、
や
は
り
社
会
体
制
 

の
違
い
か
ら
で
し
ょ
う
か
。
 

五
月
二
十
五
日
か
ら
二
十
七
日
の
上
 

海
市
参
観
活
動
で
は
、
上
海
動
物
園
、
 

工
人
新
村
、
少
年
宮
や
、
上
海
東
洋
彫
 

刻
工
場
等
へ
行
き
ま
し
た
。
 

上
海
で
一
番
印
象
に
残
っ
た
の
は
、
 

や
は
り
「
少
年
宮
」
で
し
た
。
子
ど
も
 

の
持
つ
能
力
を
十
二
分
に
引
き
出
す
た
 

め
の
「
少
年
宮
」
。
し
か
し
、
英
才
教
 

育
と
い
う
よ
り
も
、
遊
び
も
含
む
ゆ
と
 

り
あ
る
教
育
で
し
た
。
 

朝
の
つ
ど
い
に
始
ま
り
、
各
種
研
修
 

で
時
間
に
追
わ
れ
る
毎
日
。
そ
れ
で
も
 

そ
の
規
則
正
し
い
生
活
の
中
で
、
少
し
 

づ
つ
時
間
の
使
い
方
も
わ
か
り
、
集
団
 

生
活
の
む
づ
か
し
さ
と
共
に
、
寝
起
き
 

を
共
に
し
た
者
同
志
の
連
帯
感
を
感
じ
 

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
テ
ー
マ
別
研
 

修
や
地
域
別
研
修
で
は
、
お
互
い
の
意
 

見
を
率
→
旦
に
出
し
合
い
、
本
当
に
充
実
 

し
た
研
修
で
し
た
。
 

事
前
研
修
で
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
論
。
 

ほ
と
ん
ど
の
人
が
船
酔
い
で
苦
し
み
な
 

が
ら
聞
い
た
弓
場
船
長
の
船
長
講
話
、
 

夜
空
の
星
を
久
し
ぶ
り
で
仰
ぎ
見
た
星
 

座
教
室
。
全
て
、
素
晴
ら
し
い
講
義
で
 

し
た
。
 

こ
れ
ら
の
素
晴
ら
し
い
経
験
を
生
か
 

し
、
今
後
の
地
域
に
密
着
し
た
活
動
を
 

す
す
め
て
ゆ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
 

り
J
 

J
 
I
ノ 

、
」
 覇 

●
ふ
ら
り
と
外
出
す
る
 

目
的
の
あ
る
外
出
で
は
な
く
て
、
 

「
ち
ょ
っ
と
そ
こ
ま
で
」
と
い
う
外
 

出
が
ひ
ん
ぱ
ん
に
な
る
。
 

●
親
の
知
ら
な
い
友
だ
ち
が
増
え
る
 

「
な
ん
て
い
う
名
前
な
の
」
と
聞
 

い
て
も
、
 

「
ケ
ン
ち
ゃ
ん
、
マ
ー
坊
」
 

と
い
っ
た
あ
い
ま
い
な
返
事
を
す
る
 

よ
う
に
な
る
。
 

●
服
装
や
髪
形
を
し
き
り
に
気
に
す
る
 

小
遣
い
で
は
買
え
な
い
高
価
な
ぺ
 

ン
ダ
ン
ト
や
ブ
ロ
ー
チ
な
ど
の
ア
ク
 

セ
サ
リ
ー
を
つ
け
る
よ
う
に
な
る
。
 

●
多
額
の
小
遣
い
を
要
求
す
る
 

お
か
ね
の
浪
費
が
め
だ
ち
、
時
に
 

は
親
の
さ
い
ふ
か
ら
、
こ
っ
そ
り
ぬ
 

き
と
っ
た
り
す
る
よ
う
に
な
る
。
 

●
タ
食
を
あ
ま
り
食
べ
な
い
 

食
べ
盛
り
で
、
以
前
は
い
つ
も
空
 

腹
を
訴
え
て
い
た
の
が
、
食
べ
な
く
 

な
る
。
学
校
の
帰
り
に
、
ス
ナ
ッ
ク
 

な
ど
の
た
ま
り
場
に
寄
り
道
を
し
て
 

い
る
場
合
が
多
い
。
 

衛
 
生
 
だ
 
よ
 
り
 

伝
染
病
予
防
対
策
 

消
化
器
伝
染
病
 

〇
生
水
は
、
煮
沸
後
の
む
。
 

〇
生
物
は
、
出
来
る
だ
け
と
ら
な
い
。
 

〇
食
器
は
、
使
用
前
に
必
ず
煮
沸
し
、
 

水
を
き
っ
て
伏
せ
た
ま
ま
か
わ
か
し
、
 

不
潔
な
フ
キ
ン
を
使
用
し
な
い
。
 

〇
手
洗
い
は
、
石
け
ん
で
十
分
洗
ら
い
 

特
に
用
便
後
、
又
は
調
理
、
食
前
に
 

励
行
す
る
こ
と
が
大
切
で
あ
る
。
出
 

来
れ
ば
消
毒
液
で
手
を
洗
い
、
そ
の
 

後
、
流
水
で
洗
う
こ
と
も
必
要
…
。
 

o
暴
飲
、
暴
食
を
し
な
い
こ
と
。
睡
眠
 

等
に
よ
り
疲
労
を
快
復
す
る
。
 

そ
の
他
の
伝
染
病
 

〇
家
屋
内
外
の
清
掃
を
す
る
。
 

〇
フ
ト
ン
、
タ
オ
ル
等
の
日
光
消
毒
を
 

す
る
。
 

眼
病
対
策
 

〇
患
者
発
生
し
た
時
は
届
け
出
る
。
 

〇
患
者
は
眼
科
医
の
診
断
を
受
け
る
。
 

〇
患
者
は
必
ず
別
の
タ
オ
ル
、
洗
面
器
 

等
を
使
用
す
る
。
 

o
水
泳
、
プ
ー
ル
を
禁
止
す
る
。
 

〇
公
衆
浴
場
に
対
し
て
注
意
す
る
。
 

〇
衛
生
教
育
を
行
う
。
 

住
民
課
衛
生
係
 

W
一 

W
末
 

W
末
 

業

 

W
一 

WA 

W
一 

J
 

●
読
書
の
内
容
が
変
わ
る
 

ポ
ル
ノ
雑
誌
な
ど
を
こ
っ
そ
り
読
 

ん
で
い
る
。
 

●
か
く
れ
て
タ
バ
コ
を
吸
う
 

非
行
少
年
の
ほ
と
ん
ど
が
、
最
初
 

の
段
階
で
喫
煙
す
る
。
ポ
ケ
ッ
ト
な
 

ど
に
か
く
し
て
い
た
り
、
ニ
オ
イ
が
 

す
る
か
ら
注
意
し
て
み
る
。
 

●
な
げ
や
り
な
二
I
O
葉
遣
い
が
多
く
な
る
 

ま
じ
め
な
生
き
方
を
軽
べ
つ
し
、
 

コ
ハ
カ
ら
し
い
」
な
ど
と
な
げ
や
り
 

な
こ
と
ば
を
吐
く
。
成
績
が
悪
い
の
 

も
、
親
や
教
師
の
せ
い
に
す
る
よ
う
 

に
な
る
。
 

以
上
の
よ
う
な
ク
兆
候
4

か
ら
子
供
 

の
心
を
読
み
と
る
こ
と
が
大
切
で
す
。
 

子
供
の
心
の
中
に
何
が
生
ま
れ
、
ど
う
 

変
わ
り
つ
つ
あ
る
の
か
、
そ
し
て
そ
の
 

原
因
は
 

な
ど
に
つ
い
て
考
え
、
適
 

切
な
処
置
を
す
る
こ
と
が
必
要
で
す
。
 

※
第
 30 

回
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
 

七
月
一
日
ー
三
十
日
ま
で
 

力
防
ご
う
非
行
 
助
け
よ
う
」
」
直
り
カ
 

田
川
区
保
護
司
会
 

赤
池
町
保
護
司
会
 



(7） 第210 
昭和55年7月iLl け

 
し、 加

 
あ
 

報
 

広
 

第210号 

まち 

の
 

一
 芸

 
文
 

阿
蘇
を
俳
句
に
①
 一

 

桑
野
 
園
女
 

本
年
四
月
、
俳
誌
「
ホ
ト
ト
ギ
ス
」
 

壱
千
号
を
期
に
、
わ
が
赤
池
公
民
館
句
 

会
か
ら
、
池
田
一
歩
さ
ん
が
、
そ
の
句
 

作
カ
と
行
動
力
、
さ
ら
に
指
導
力
の
優
 

秀
性
を
認
め
ら
れ
て
、
ホ
ト
ト
ギ
ス
同
 

人
に
推
せ
ん
さ
れ
た
こ
と
は
、
こ
の
上
 

な
い
喜
び
で
し
た
。
 

こ
れ
か
ら
は
、
た
だ
単
に
一
地
方
の
 

俳
人
に
止
ま
ら
ず
、
先
輩
同
人
白
石
天
 

留
翁
先
生
と
共
に
、
広
く
天
下
の
ホ
ト
 

ト
ギ
ス
同
人
と
し
て
、
後
進
の
指
導
に
 

当
た
ら
れ
る
わ
け
で
、
ご
本
人
の
喜
び
 

も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、
赤
池
句
会
と
し
 

て
も
、
こ
の
上
な
い
名
誉
と
い
え
ま
し
 

よ、つ。 
そ
の
お
祝
い
の
気
持
も
あ
っ
て
、
私
 

達
は
第
一
回
の
指
導
を
う
け
る
場
所
と
 

し
て
、
初
夏
の
阿
蘇
を
選
び
ま
し
た
。
 

五
月
三
十
一
日
午
後
一
時
赤
池
出
発
、
 

途
山
山
直
方
や
宮
田
の
句
友
と
一
緒
に
な
 

り
総
勢
十
三
人
、
若
宮
よ
り
梅
雨
空
の
 

高
速
道
路
を
一
路
阿
蘇
へ
。
 

俳
句
を
作
る
の
は
は
じ
め
て
と
い
う
 

若
い
男
性
も
い
れ
ば
、
こ
の
道
何
十
年
 

と
い
う
老
女
性
も
い
て
多
彩
な
顔
ぶ
れ
。
 

車
内
に
明
る
い
笑
い
声
が
流
れ
た
の
 

も
束
の
間
、
め
い
め
い
句
帖
を
手
に
し
 

て
車
窓
の
景
に
見
入
っ
て
い
ま
す
。
楽
 

し
い
句
作
の
緊
張
の
時
間
で
す
。
 

筑
後
川
の
大
橋
を
渡
る
と
、
黄
色
に
 

熟
れ
た
麦
が
美
し
く
、
茅
花
の
白
く
風
 

に
吹
か
れ
て
い
る
さ
ま
も
涼
を
呼
び
ま
 

す
。
更
に
ま
た
、
海
か
と
ま
ご
う
ビ
ニ
 

ー
ル
ハ
ウ
ス
の
中
の
も
の
を
想
像
し
て
 

見
る
の
も
旅
の
楽
し
さ
で
し
た
。
 

け
れ
ど
、
運
転
士
さ
ん
に
は
、
単
調
 

な
高
速
道
が
あ
る
だ
け
で
気
の
毒
に
な
 

り
、
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
を
す
す
め
ま
し
た
。
 

阿
蘇
は
、
す
で
に
植
田
に
な
っ
て
い
 

て
、
麦
藁
を
焼
く
煙
が
あ
た
り
に
た
ち
 

こ
め
て
い
ま
し
た
。
い
か
に
も
阿
蘇
に
 

来
た
と
い
う
実
感
が
湧
く
の
で
し
た
。
 

霧
雨
が
降
っ
た
り
止
ん
だ
り
。
宿
に
 

着
い
た
の
は
五
時
を
過
ぎ
て
い
ま
し
た
 

の
で
、
タ
食
前
に
早
速
句
会
と
い
う
こ
 

と
に
決
ま
り
ま
し
た
。
勿
論
車
中
吟
で
。
 

第
一
回
 
十
七
時
半
 
投
句
七
句
 

《
池
田
一
歩
先
生
導
 

●
風
見
袋
少
し
斜
め
に
梅
雨
ぐ
も
り
 

●
梅
雨
雲
に
し
て
は
白
さ
の
著
る
く
 

天
留
翁
 

●
麦
す
で
に
刈
る
適
当
な
色
と
な
り
 

雨
 
亭
 

●
杉
並
木
白
の
強
調
花
茨
 

園
 
女
 

《
白
石
天
留
翁
先
生
導
 

●
蝶
絶
え
ず
視
界
に
あ
り
て
阿
蘇
の
行
 

一 

歩
 

●
阿
蘇
盆
地
青
田
と
な
り
し
落
着
き
に
 

！

ー

 

‘、 

自
つ
 

駒
 
女
 

●
梅
雨
兆
す
気
配
に
傘
も
旅
の
荷
に
 

未
代
子
 

●
空
模
様
読
み
と
れ
ぬ
ま
、
梅
雨
の
旅
 

園
 
女
 

●
麦
す
で
に
刈
る
適
当
な
色
と
な
り
 

雨
 
亭
 

●
郭
公
の
旅
の
弾
み
を
車
内
に
も
 

玲
 
子
 

●
郭
公
を
聞
く
た
の
し
み
の
あ
り
て
旅
 

る
 

い
 

稲
光
り
が
突
然
は
し
り
、
遠
く
の
雷
 

が
近
づ
く
に
つ
れ
て
、
窓
際
に
皆
集
ま
 

り
、
ま
む
か
い
の
阿
蘇
五
岳
の
刻
々
と
 

夜
に
移
る
さ
ま
に
見
入
る
の
で
し
た
。
 

そ
の
間
に
も
郭
公
が
鳴
き
、
鷲
が
晴
 

き
、
時
折
維
子
の
声
も
交
じ
っ
て
聞
え
 

ま
す
。
庭
芝
に
光
る
雨
脚
、
そ
れ
も
束
 

の
間
、
や
が
て
タ
焼
空
が
広
が
り
、
も
 

う
部
屋
に
な
ど
誰
も
落
ち
つ
い
て
い
な
 

い
で
庭
に
出
ま
す
。
蛙
の
声
が
あ
た
り
 

を
包
む
頃
、
タ
食
の
仕
度
の
出
来
た
こ
 

と
を
知
ら
さ
れ
部
屋
に
戻
り
ま
し
た
。
 

十
三
人
の
タ
食
に
ビ
ー
ル
三
本
。
下
 

戸
と
い
う
よ
り
句
作
に
重
点
が
置
か
れ
 

る
か
ら
で
す
。
 
一
杯
の
ビ
ー
ル
に
満
足
 

し
て
次
の
句
会
に
の
ぞ
む
の
で
し
た
。
 

第
ニ
回
 
二
十
時
半
 
投
句
七
句
 

《
池
田
一
歩
先
生
選
 

●
旬
日
の
経
ち
た
る
色
に
植
田
か
な
 

天
留
翁
 

●
雷
止
ん
で
よ
り
涼
風
と
な
り
し
荘
 

●
雷
雲
の
せ
り
上
る
さ
ま
目
の
あ
た
り
 

は
る
の
女
 

●
夜
を
拒
む
一
番
星
や
新
樹
風
 

I 

雨
 
亭
 

●
雷
う
そ
の
よ
う
な
タ
焼
阿
蘇
五
岳
 

園
 
女
 

●
郭
公
の
声
聞
け
そ
う
な
宿
に
着
く
 

駒
 
女
 

《
白
石
天
留
翁
先
生
選
 

●
遠
雷
や
表
情
変
え
ぬ
阿
蘇
五
岳
 

園
 

●
草
茂
る
中
の
古
草
画
き
た
く
 

●
高
原
の
一
番
星
を
梅
雨
空
に
 佳

 

●
雷
の
と
ど
ろ
き
渡
る
阿
蘇
五
岳
 

女
 

子
 

●
は
か
ら
ず
も
梅
雨
入
り
の
雷
を
阿
蘇
 

谷
に
 

●
山
荘
の
何
は
と
も
あ
れ
ビ
ー
ル
酌
む
 

未
代
子
 

●
阿
蘇
谷
を
覆
ひ
つ
く
し
て
梅
雨
タ
焼
 

●
梅
雨
タ
焼
旅
の
心
を
な
ご
ま
せ
て
 

は
る
の
女
 

つ
づ
く
 

つ
 
れ
 
づ
 
れ
 
に
 
⑤
 

（
老
人
ホ
ー
ム
天
郷
荘
）
 

松
本
た
か
し
 

●
た
ず
ね
く
る
人
な
き
山
の
寺
桜
 

●
花
の
散
る
山
門
わ
き
に
句
碑
あ
り
て
 

●
花
霞
し
て
山
寺
の
み
え
か
く
れ
 

●
山
寺
の
池
面
に
花
の
舞
い
散
れ
る
 

●
日
和
よ
き
野
宴
の
老
い
ど
ち
花
蔭
に
 

●
藤
の
花
と
び
ら
開
け
あ
り
座
禅
堂
 

●
山
一
つ
越
せ
ば
や
名
所
藤
の
寺
 

●
夏
に
入
る
参
道
ゆ
る
き
坂
を
ゆ
く
 

●
葉
桜
の
日
の
す
き
青
き
蔭
に
あ
り
 

●
心
ち
よ
し
山
門
く
ぐ
る
風
五
月
 

●
 
j
一 

お
礼
と
お
願
い
 

赤
池
町
身
障
福
祉
会
 

昨
ル
」
毒
次
、
物
品
販
売
を
県
身
障
会
よ
 

り
委
託
さ
れ
て
、
皆
様
の
ご
協
力
を
得
 

て
無
事
終
了
し
ま
し
た
。
 

売
上
金
の
中
か
ら
四
智
の
還
付
金
を
 

受
け
、
当
会
運
営
の
資
金
と
さ
せ
て
い
 

た
だ
き
誠
に
有
難
く
厚
く
お
礼
申
し
上
 

げ
ま
す
。
 

本
年
も
昨
年
同
様
、
販
売
を
す
る
予
 

定
で
す
の
で
、
何
卒
、
皆
様
の
温
か
い
 

ご
協
賛
の
程
、
お
願
い
致
し
ま
す
。
 

身
障
福
祉
会
々
長
 
岩
城
辰
美
 

国民健康保険税 

納め忘れている人は、 

今すぐに納税を 

みんなの医療費に使わ 

れる大切な税金です。 

―役場国保係― 

ゴミはポリ袋に・・・ 
家庭用ゴミは必ずポリ袋に入れて 

収集日に出すようにしましょう。 

l
ポリ袋は役場衛生係で、、 

、1枚8円でおわけしますノ 

―役場衛生係― 
~ 

昭和55年7月1日 い け か
 

あ
 

報
 

広
 

1
1
 

り
 

S 

じ
ょ
う
ず
な
薬
の
 

利
用
と
注
意
 

こ
ろ
ん
で
膝
を
す
り
む
い
た
、
生
づ
 

め
を
は
が
し
た
、
目
に
ゴ
ミ
が
入
っ
た
、
 

急
に
熱
が
出
た
な
ど
と
、
家
庭
の
中
で
 

A 熱gマ；急 
／ 矢ロってお 平均的 

ノ ー 六 温は青年 
I ・ー ノ ．、 ． 一一一 

I 成人で3b 

つ・てお 平均的おとなの体 

六 温は青年で36.0。--37.0。、 
I 

成A;で3b.Zり-'3b.8。、老人が 

35.8。-36.6。ですが、子どもの体温は、育ち 

ざかりですと成人よりやや高く、赤ちゃんて二 

は、育ちざかりよりやや高いのが．ら、つうです。 

しかも、入浴後や運動をしたときには、いず 

れの年代も高めになります。また、 6 カ月ぐ 

らいまでの赤ちゃんは午前中は平熱より高め 

ですが、 6 カ月を過ぎると午後からのほうが 

高めになります。 

●体温計を備えよう 

体温計は、体温をはかるためのいちばんか 

んたんな器具です。棒型の3分計で結構です 

―家にかならずそなえておき、家族が 

に利用するようにしたいものです。 
つ
 
、ノ 

ー
 

r‘、 

は
予
測
な
し
に
何
ん
ら
か
の
事
故
や
病
 

気
が
お
こ
る
も
の
で
す
。
 

そ
の
た
び
に
お
医
者
に
走
っ
て
い
て
 

は
医
療
猫
貝
は
い
く
ら
あ
っ
て
も
た
り
ま
 

せ
ん
。
ま
た
、
お
医
者
に
か
か
る
よ
う
 

な
病
気
で
も
、
と
り
あ
え
ず
何
ん
ら
か
 

の
応
急
処
理
も
必
要
で
す
。
そ
ん
な
時
 

の
た
め
に
も
、
各
家
庭
に
常
備
薬
を
備
 

え
て
お
く
こ
と
を
お
す
す
め
し
ま
す
。
 

●
ど
ん
な
薬
を
用
意
す
る
か
 

①
生
活
条
件
に
あ
わ
せ
て
 

薬
を
備
え
る
前
に
、
ど
ん
な
薬
を
備
 

え
て
お
い
た
ほ
う
が
よ
い
の
か
を
、
し
 

っ
か
り
つ
か
む
こ
と
が
必
要
で
す
。
 

例
え
ば
、
山
間
へ
き
地
で
、
薬
局
・
 

薬
店
も
な
い
医
療
機
関
は
と
な
り
町
な
 

《 
\
 

，

ー

 

ど
と
い
う
よ
う
な
生
活
条
件
で
あ
れ
ば
 

ケ
ガ
や
虫
さ
さ
れ
に
い
た
る
ま
で
の
も
 

の
を
そ
ろ
え
る
必
要
が
あ
る
で
し
ょ
う
。
 

②
家
族
構
成
に
あ
わ
せ
て
 

家
族
に
乳
幼
児
が
い
る
場
合
に
は
、
 

洗
腸
薬
や
あ
せ
も
・
か
ぶ
れ
用
の
ぬ
り
 

薬
が
、
ま
た
、
女
性
が
多
い
場
合
の
家
 

庭
で
は
、
生
理
痛
予
防
の
薬
も
、
と
い
 

う
よ
う
に
家
族
構
成
に
よ
っ
て
常
備
す
 

る
薬
の
種
類
も
多
く
す
る
必
要
が
あ
り
 

ま
す
。
基
本
的
に
は
、
内
服
薬
と
し
て
 

消
化
剤
、
胃
腸
薬
、
下
痢
止
め
、
頭
痛
 

・
歯
痛
・
腹
痛
な
ど
の
痛
み
止
め
、
風
 

邪
薬
を
。
外
用
薬
と
し
て
は
殺
菌
消
毒
 

剤
、
軟
膏
薬
、
ば
ん
そ
う
膏
類
、
目
薬
、
 

小
児
用
院
腸
剤
を
。
そ
の
他
の
器
具
で
 

必
要
な
も
の
は
ピ
ン
セ
ッ
ト
、
ハ
サ
ミ
、
 

毛
ヌ
キ
、
体
温
計
、
氷
の
う
、
ガ
ー
ゼ
、
 

包
帯
、
な
ど
を
用
意
し
て
お
き
ま
し
ょ
 

、フ。 ③
正
し
い
利
用
を
 

効
能
書
き
を
毎
回
よ
く
読
ん
で
、
そ
 

の
注
意
事
項
を
よ
く
守
り
ま
し
ょ
う
。
 

と
く
に
、
使
用
方
法
、
使
用
量
、
使
 

用
上
の
注
意
、
と
り
扱
い
の
注
意
、
保
 

管
方
法
、
使
用
期
限
な
ど
の
注
意
は
必
 

ず
守
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。
 

保
険
料
納
付
が
困
難
な
人
 

は
免
除
申
請
を
 

生
活
が
苦
し
い
か
ら
と
国
民
年
金
の
 

J
J
) 

・

、

 

保
険
料
を
納
め
な
い
で
お
く
と
、
老
後
 

の
年
金
は
も
ち
ろ
ん
、
も
し
も
の
時
の
 

障
害
年
金
や
母
子
年
金
、
遺
児
年
金
な
 

ど
が
受
け
ら
れ
ま
せ
ん
。
 

そ
こ
で
生
活
が
苦
し
く
て
保
険
料
が
 

納
め
ら
れ
な
い
時
は
、
必
ず
免
除
の
手
 

続
き
を
し
て
お
く
こ
と
が
大
切
で
す
。
 

保
険
料
免
除
の
間
で
も
年
金
は
つ
 

き
ま
す
。
 

こ
の
保
険
料
の
免
除
さ
え
受
け
て
お
 

れ
ば
、
将
来
の
年
金
を
受
け
る
権
利
は
 

保
障
さ
れ
ま
す
。
た
だ
、
老
齢
年
金
の
 

額
を
計
算
す
る
場
合
は
、
納
め
た
人
に
 

較
べ
て
％
の
年
金
額
に
な
り
ま
す
。
 

生
活
に
余
裕
が
で
き
た
ら
追
納
を
 

免
除
を
受
け
た
後
で
生
活
に
余
裕
が
 

で
き
た
ら
、
十
年
前
に
さ
か
の
ぼ
っ
て
 

そ
の
当
時
の
保
険
料
相
当
額
で
追
納
す
 

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
こ
の
追
納
を
す
 

れ
ば
、
納
め
た
人
と
同
額
の
年
金
が
受
 

け
ら
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
 

7
月
末
日
ま
で
に
免
除
申
請
を
 

七
月
末
日
ま
で
に
免
除
の
手
続
き
を
 

し
ま
す
と
、
四
月
か
ら
来
年
三
月
ま
で
 

の
一
年
分
の
保
険
料
が
免
除
さ
れ
ま
す
。
 

そ
こ
で
、
生
活
が
苦
し
く
て
保
険
料
 

の
納
付
困
難
な
人
は
、
七
月
末
ま
で
に
 

役
場
年
金
係
に
印
か
ん
持
参
の
う
え
、
 

免
除
の
手
続
き
を
し
て
下
さ
い
。
 

な
お
、
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
奥
さ
ん
な
 

ど
任
意
加
入
の
方
に
つ
い
て
は
、
こ
の
 

免
除
は
認
め
ら
れ
ま
せ
ん
。
 

j 

※
せ
っ
か
く
と
り
も
ど
し
た
 

国
民
年
金
を
ニ
度
と
 

失
な
わ
な
い
た
め
に
 

将
来
、
何
の
年
金
も
受
け
ら
れ
な
い
 

人
を
な
く
す
た
め
の
国
民
年
金
の
特
例
 

納
付
は
、
六
月
三
十
日
で
締
め
切
ら
れ
 

ま
し
た
。
 

こ
の
特
例
納
付
を
生
か
し
て
自
分
の
 

年
金
を
取
り
も
ど
し
た
方
も
、
今
か
ら
 

六
十
歳
に
な
る
ま
で
に
保
険
料
を
滞
納
 

す
る
と
、
や
っ
と
埋
め
た
穴
が
ま
た
あ
 

い
て
将
来
の
年
金
が
受
け
ら
れ
な
く
な
 

り
ま
す
。
 

も
と
の
も
く
あ
み
に
な
ら
な
い
よ
 

、フに 
せ
っ
か
く
取
り
も
ど
し
た
あ
な
た
の
 

年
金
で
す
。
し
っ
か
り
と
守
り
育
て
て
 

い
き
ま
し
ょ
う
。
も
し
今
後
滞
納
を
し
 

て
年
金
を
受
け
る
た
め
の
資
格
期
間
が
 

足
り
な
く
な
る
と
、
せ
っ
か
く
納
め
た
 

特
例
納
付
も
無
駄
に
な
り
、
ま
た
無
年
 

金
者
へ
逆
も
ど
り
し
ま
す
。
 

こ
ん
な
こ
と
に
な
ら
な
い
よ
う
に
、
 

今
後
の
保
険
料
は
キ
チ
ン
と
納
め
て
将
 

来
の
年
金
を
確
保
し
ま
し
ょ
う
。
 

も
し
、
生
活
が
苦
し
く
て
保
険
料
が
 

納
め
ら
れ
な
い
時
は
、
免
除
の
手
続
き
 

を
し
て
下
さ
い
。
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~赤池町住民意識調査結果~
川
町
商
工
会
青
年
部
が
実
施
川
 

!
 
l
 

赤
池
町
商
工
会
青
年
部
 

（
部
員
三
十
五
人
・
部
長
 

内
田
敏
夫
）
で
は
、
町
内
 

住
民
を
対
象
に
、
町
内
住
 

民
が
赤
池
町
を
ど
の
よ
う
 

に
認
識
し
て
い
る
か
を
測
 

定
し
、
併
せ
て
消
費
動
向
 

を
調
査
す
る
目
的
で
、
五
 

十
五
年
二
月
五
日
か
ら
一
一
 

月
十
二
日
ま
で
の
八
日
間
 

に
わ
た
り
、
無
作
為
に
抽
 

出
し
た
一
般
世
帯
（
三
百
 

五
十
世
帯
）
を
対
象
に
、
 

「
赤
池
町
住
民
意
識
調
査
」
 

が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。
 

〈総 

遁
 

赤
池
町
の
住
民
は
、
現
 

在
の
生
活
に
あ
る
程
度
満
 

足
は
し
て
い
る
も
の
の
、
 

若
い
世
代
や
、
女
性
は
働
く
場
所
が
確
 

保
さ
れ
て
い
な
い
た
め
、
 
一
生
住
み
た
 

く
な
い
と
思
っ
て
い
る
。
 

ま
た
住
民
が
抱
い
て
い
る
町
全
体
の
 

イ
メ
ー
ジ
は
、
炭
鉱
閉
山
に
よ
っ
て
昭
 

和
三
十
五
年
を
境
に
四
十
四
年
ま
で
急
 

激
な
人
口
流
出
が
続
き
、
か
っ
て
の
に
 

ぎ
わ
い
が
失
な
わ
れ
た
た
め
、
活
気
が
 

な
い
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
に
集
約
さ
れ
る
。
 

し
か
し
な
が
ら
、
こ
う
し
た
働
く
場
 

所
の
不
足
や
活
気
が
な
い
現
状
を
こ
の
 

ま
ま
で
よ
い
と
は
考
え
て
お
ら
ず
、
将
 

来
の
ビ
ジ
ョ
ン
と
し
て
福
智
山
に
ト
ン
 

獅
 

「
 

（男 女 別） 

× 男 性 女 性 合 

実 数 130 192 322 

構成比率 40% 60% 100% 

ネ
ル
を
掘
り
、
北
 

九
州
市
と
の
直
結
 
（地 区 別） 

× 上 野 市 場 町 部 中 尾 合 

実 数 64 46 92 120 322 

構成比率 20% 14% 29% 37% 100% 

を
は
か
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
豊
か
な
田
 

園
都
市
や
、
労
働
力
を
吸
収
で
き
る
工
 

業
都
市
、
あ
る
い
は
人
口
流
入
を
促
進
 

さ
せ
る
ベ
ッ
ト
タ
ウ
ン
化
を
進
め
、
赤
 

池
町
の
浮
揚
・
発
展
を
考
え
、
旧
産
炭
 

地
の
イ
メ
ー
ジ
を
払
拭
し
ょ
う
と
し
て
 

い
る
姿
勢
が
う
か
が
え
る
。
 

そ
し
て
、
こ
れ
ら
の
都
市
構
想
の
実
 

現
を
は
か
る
た
め
に
も
、
ま
た
生
活
環
 

境
を
便
利
に
、
豊
か
に
す
る
た
め
に
も
、
 

不
足
し
て
い
る
病
院
施
設
や
社
会
福
祉
 

施
設
な
ど
の
公
共
娩
醜
の
整
備
が
必
要
 

だ
と
考
え
て
い
る
 

。 

住
民
意
識
 

f
、
 ー 

、

！

ノ

 

、
、
ー
 

（居住状況） （年 代 別） 

× 20代 30代 40代 50代 60才以上 合 計 

実 数 46 83 93 60 40 322 

構成比率 14% 26% 29% 19% 12% 100% 

50 % 30 

44 

（職 業 別） 
、× 

会社員 労務職 公務員 農林業 主 婦 学 生 i萄 エ 
自営業 

無職・ 
そのイせl 合 計 

実 数 36 33 39 15 117 4 32 46 322 

構成比率 11% 10% 12% 5 % 37% 1 % 10% 14% 100% 

生まれて現在 

まて‘ 

他から移って 

きて 

U ターンして 

（ー生住みたくない理由）2つ選択 （赤池町のイメージ）2つ選択 
（ー生赤池町に住みたい 

% 0 20 40 60 80 100 

80 

と思うか） 
40 50 % 0 10 20 30 

に
J
 

に
J
 

つ
J
 

n'J 

16
 

52 活気がない 

古 い~ 

貧 し い~ 

落着いた~ 

活気がある■ 8 

な’ 4 

1 

。
乙
 4

 
9
 

Q
J
 

24
 

6 
い
 
他
 

か
 
し
 
の
 

豊

新

そ

 

18
 

17
 

8 

働く場所がない 

医療サービスが悪い 

通勤・買物が不便 

人問関係がよくない 

緑・公園レジャー施設不足 

教育・文化施設の不備 

鉱害・災害が心配 21% 

住まざるを 
得ない 

60 %

57 

45（商店に対す 

る希望） 

50 
（町内商店への要望） 
0 10 20 30 40 

（必要な公共施設）2つ選択 
30 40 50 % 20 10 

23 

街 

商 品 を 豊富 に 

安 い 値 段 で 

店を明るくきれいに 

アフタサービスを 

気 軽 さ を 

55 
（生活の満足度） 

不満 
である 
19% 

28 

0
病 ‘完 

社会福も上施設 
ーノ 

22 

21 
公園・広場 

下排水施設 

衆 ト イ レ   15 公

学

道

 

校 施 設 13 
足各  11 

駐三 車 場 11 
スポーツ施設＝コ 9 
文化ホール＝コ 8 
美 術 館：コ5 大型店舗 

40% 

専 
高級品‘流行品を 

接 客 態 度 を 

商 品 知 識 を  6 

営業時間の延長をコ3 

やや満足 

している 

38% やや不満 

である 

26% 
満足 
している 

15% そ の 他コ2 
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エンゼルクイズ 

【第47回出題】 

エンゼルは天使のつかいです 

あなたに幸ありますよう 

〔問 題〕 

1、八十八夜はいつからかぞえる？ 

⑩日正月の元日から ⑧節分の日から 

⑥に春の日から 

2.量憲さまの名前は？ 

④将軍 ⑧医者 ⑥受験生 

3 、天然記念物マリモで知られる湖といった 

ら？ 

④摩周湖 ⑧阿寒湖 ⑥支易湖 

4 、水仙はなに科？ 

④ヒガンバナ科 ⑧アヤメ科 ⑥ユリ科 

5 、ドライアイスは炭酸ガスの固体。さて温 

度は？ 

④マィナス18度 ⑧マィナス80度 

⑥マィナス180度 

〔応募の要領〕 

正解のABCいずれかの記号を官製ハガキ 

に記入のうえ、7月18日までに赤池町役場総 

務課文書広報ェンセ『ルクイズ係までお送り下 

さい。なお住所、氏名を明記して下さい。 

抽せんで正解者3名様に記念品を贈ります。 

ン例 問題lB 問題2 B 問題3 C 

【第46回の解答】 

1 ⑧ 2 ⑥ 3 ④ 4 ⑥ 5 ⑧ 

【正解者】 

今回の応募総数16通のうち、正解は9通で 

した。厳正な抽せんの結果、次の3名の方に 

記念品を贈ります。 （敬称略） 

ト福原 義寿（上の原） 

ト田中 芳子（下桜町） 

ト中村 惟之（車道） 

o 

定
額
貯
金
 

が
4

月
 14 

日
か
ら
 

引
き
上
げ
ら
れ
ま
し
た
 

昭
和
五
十
五
年
四
月
十
四
日
か
ら
郵
 

便
貯
金
の
利
率
が
引
き
上
げ
ら
れ
、
定
 

額
貯
金
が
ま
す
ま
す
有
利
に
な
り
ま
し
 

た。 ⑥
定
額
貯
金
の
預
け
替
え
 

今
回
の
利
率
改
定
の
結
果
、
次
の
よ
 

う
な
定
額
貯
金
を
お
持
ち
の
方
は
、
預
 

け
替
え
に
よ
り
有
利
に
な
ス
～
場
合
が
あ
 

り
ま
す
。
 

▼
昭
和
 50 

年
 11 

月
4

日
か
ら
昭
和
 55 

年
 

4
月
 13 

日
ま
で
に
お
預
け
に
な
っ
た
 

も
の
。
 

⑥
郵
便
局
で
は
、
預
け
替
え
を
さ
れ
る
 

方
の
ご
便
宜
を
お
は
か
ら
い
し
て
、
昭
 

和
五
十
五
年
七
月
三
十
一
日
ま
で
の
間
 

に
お
申
し
出
が
あ
れ
ば
、
利
率
改
定
の
 

日
（
 55 

年
4
月
 14 

日
）
に
さ
か
の
ぽ
っ
 

て
預
け
替
え
の
手
続
き
が
と
ら
れ
た
も
 

の
と
す
る
取
り
扱
い
を
い
た
し
て
お
り
 

ま
す
。
お
つ
い
で
の
時
に
証
書
と
印
鑑
 

を
窓
ロ
に
お
持
ち
下
さ
い
。
 

⑥
財
産
形
成
定
額
貯
金
及
び
昭
和
五
十
 

五
年
四
月
十
三
日
以
前
に
ゆ
う
ゆ
う
ロ
 

ー
ン
を
ご
利
用
の
定
額
貯
金
で
、
昭
和
 

五
十
五
年
四
月
十
四
日
現
在
返
済
さ
れ
 

て
い
な
い
も
の
に
つ
い
て
は
、
こ
の
取
 

扱
い
は
い
た
し
ま
せ
ん
。
 

▼
預
け
替
え
の
手
続
き
は
7
月
 31 

日
ま
 

で
取
り
扱
い
ま
す
。
 

▼
預
け
替
え
の
た
め
証
書
を
お
預
り
す
 

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
が
、
そ
の
時
は
 

必
ず
預
り
証
を
お
受
取
り
下
さ
い
。
 

赤
池
郵
便
局
 

預け替えは7月31日まで’ 

10万円がこんなにふえます・・・ 

j
 
、
ノ
 一

 

お預lナ 
期 間 元利合計金額 利 回 り 

1 年 107,122円 年 7,12% 

2 116, 424 8.21 

3 126,531 8.84 

4 136,856 9.21 

5 148,024 9 .60 

6 160,103 10.02 

7 173,167 10.45 

8 187,298 10.91 

9 202,581 11.40 

10 219,112 11.91 

「
夏
休
み
 

映
画
鑑
賞
の
タ
べ
」
 

夏
の
夜
の
一
時
を
、
親
子
が
映
画
を
 

通
ヒ
て
楽
し
い
語
り
合
い
の
場
を
つ
く
 

り
ま
し
ょ
う
。
お
子
様
、
ご
父
兄
お
そ
 

ろ
い
で
ご
鑑
賞
く
だ
さ
い
。
 

▼
上
映
場
所
 
赤
池
町
同
和
対
策
中
央
 

研
修
所
大
ホ
ー
ル
（
午
後
7
時） 

▼
日
時
・
映
画
題
名
 

〇
7
月
 19 

日
（
土
）
お
母
さ
ん
と
ボ
ク
の
 

出
発
 

〇
7
月
 26 

日
（
土
）
が
き
大
将
先
生
 

〇
8
月
2
日
（
土
）
涙
な
ん
か
と
ん
で
行
 

・
十
ノ
 

〇
8
月
9
日
（
土
）
母
さ
ん
は
歌
っ
た
よ
 

ノ 
あ
り
が
と
う
 

ご
ざ
い
ま
し
た
 

社
会
福
祉
協
議
会
 

〔
香
典
返
し
〕
 

6
月
 18 

日
現
在
 

金
一
封
 
山
根
 
政
喜
（
皿
山
）
 

金
一
封
 
山
田
 
秋
義
（
北
町
）
 

金
一
封
 
佐
藤
ス
ミ
ェ
（
車
道
）
 

金
一
封
 
長
谷
川
サ
ガ
ミ
（
天
郷
）
 

ー

敬

称

略

ー

 

(7月の休館日〕 ~〔福祉バス運行日〕 

7 日、14日、21日1 2 日、 3 日、 5 日、 6 日、 9 日 

28日 ！ 10日、12日、13日、16日、17日 

〔演 芸 日〕 

3 日、 6 日、10日1 27日、30日、31日 

13日、17日、20日 ~〔仏教法話会〕 

24日、27日、31日 ~ 12日田 午前11時より 

硬
式
テ
ニ
ス
教
室
募
集
 

▼
日
時
 
7
月
 20 

日
ー
 10 

月
 26 

日
 

▼
と
こ
ろ
 
町
総
合
G
（
テ
核
し
 

▼
受
講
人
員
 
35 

名
（
先
着
順
）
 

▼
申
込
み
 
7
月
 12 

日
ま
で
 

▼
申
込
先
 
町
教
育
委
員
会
ま
で
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末＝授 
忘れないで心にとめて 

おきましょう。 

田
川
商
工
会
議
所
 

簿
記
講
座
の
ご
案
内
 

商
業
簿
記
基
礎
コ
ー
ス
 

こ
の
講
座
は
日
常
の
取
引
に
基
づ
く
 

記
帳
等
を
初
心
者
対
象
に
事
例
に
基
づ
 

い
て
講
義
す
る
商
業
簿
記
の
基
礎
コ
ー
 

ス
で
す
。
 

▼
と
き
 
55 

年
7
月
 25 

日
（
予
定
）
ー
 

8
月
末
の
 20 

日
間
（
午
後
6
時
1
8
 

時
ま
で
）
、
期
間
中
原
則
と
し
て
十
 

・
日
・
盆
は
休
日
と
し
ま
す
。
）
 

▼
と
こ
ろ
 
西
日
本
計
理
専
門
学
校
 

▼
受
講
料
 
五
千
円
（
一
名
に
つ
き
）
 

▼
申
込
み
締
切
日
 
7
月
 20 

日
 

※
申
込
書
は
商
工
会
議
所
に
準
備
し
 

て
い
ま
す
。
 

固
0
9
4
7
4
→
④
→
3
1
5
0
 

税
務
大
学
校
学
生
募
集
 

税
務
大
学
校
に
は
、
国
家
公
務
員
採
 

用
初
級
試
験
（
税
務
）
に
よ
り
採
用
さ
 

れ
た
人
が
入
校
し
、
 

一
年
間
の
研
修
を
 

受
け
、
卒
業
す
る
と
直
に
大
蔵
事
務
官
 

と
な
り
、
三
カ
月
の
基
礎
研
修
の
後
、
 

税
務
署
に
配
属
さ
れ
ま
す
。
 

▼
受
験
資
格
 
昭
和
 35 

年
4
月
2

日
か
 

ら
 38 

年
4
月
1
日
生
れ
の
男
子
 

▼
受
付
期
間
 
55 

年
7
月
 18 

日
ま
で
 

▼
受
験
申
込
書
提
出
先
 
福
岡
市
博
多
 

区
博
多
駅
東
2
丁
目
 11 

1
1

（
人
事
 

院
九
州
事
務
局
）
 

▼
第
一
次
試
験
 
55 

年
 10 

月
5
日
同
 

教
養
・
適
性
・
作
文
試
験
 

▼
第
二
次
試
験
 
55 
年
 11 

月
中
旬
 

人
物
試
験
・
身
体
検
査
 

▼
合
格
者
発
表
 
55 

年
 12 

月
下
旬
 

▼
採
用
時
期
 
56 

年
4
月
1
日
 

▼
採
用
予
定
人
員
 
九
州
で
約
即
名
 

▼
間
合
せ
先
 
福
岡
国
税
局
（
固
0
9
 

2
→
4
1
1
→
0
0
3
1
） 

田
川
 

税
務
署
（
固
0
9
4
7
4
→
④
→
0
 

4
3
0
) 

第
二
次
一
般
自
衛
官
募
集
 

筑

豊

地

 区
 

▼
採
用
人
員
 
七
月
（
陸
上
5
名
・
航
 

空
4
名） 

八
月
（
陸
上
5
名
・
海
 

上
5
名） 

九
月
（
陸
上
5
名） 

▼
受
験
資
格
 
満
 18 

歳
ー
 25 

歳
未
満
の
 

男
子
 

▼
受
付
及
び
試
験
日
 
7
月
1
日
1
9
 

月
 20 

日
ま
で
（
志
願
の
つ
ど
指
定
）
 

▼
試
験
科
目
 
国
語
・
数
学
・
社
会
・
 

作
文
及
び
面
接
 

▼
初
任
給
・
八
八
、
四
〇
〇
円
（
衣
食
住
 

等
実
質
一
二
九
、
八
二
五
円
）
 

▼
採
用
時
期
 
合
格
順
に
遂
次
採
用
 

▼
間
合
せ
先
 
福
岡
地
方
連
絡
部
飯
塚
 

出
張
所
（
飯
塚
市
横
田
）
 

固
0
9
4
8
2
→
②
→
4
 （
ど
4
→［I 

救
急
車
は
こ
ん
な
時
に
ノ
 

①M
災
害
に
よ
る
事
故
（
火
災
・
水
害
・
 

地
震
）
 

②
屋
外
の
事
故
（
交
通
事
故
・
工
事
山
I
 

の
事
故
）
 

③
公
衆
の
出
入
す
る
場
所
で
の
事
故
 

Q

象
庭
内
で
の
事
故
（
救
急
の
傷
病
者
 

で
ほ
か
に
搬
送
す
る
手
段
が
な
く
急
 

い
で
病
院
に
送
る
必
要
が
あ
る
と
き
）
 

《
救
急
車
を
呼
ぶ
と
き
は
》
 

①
場
所
・
目
標
（
目
標
の
な
い
所
は
案
 

内
人
を
出
す
）
 

②
ど
ん
な
事
故
か
 

③
氏
名
・
年
令
・
性
別
 

④
ど
ん
な
状
態
か
 

⑤
傷
病
人
は
何
人
か
・
電
話
番
号
 

※
で
ん
わ
・
局
番
な
し
一
一
九
番
 

田
川
地
区
消
防
本
部
 

巡
回
交
通
事
故
相
談
 

▼
と
き
 

〇
7
月
8
日
因
 
飯
塚
市
 

〇
7
月
9
日
困
 
直
方
市
・
田
川
市
 

〇
7
月
 22 

日
因
 
飯
塚
市
 

〇
7
月
 23 

日
困
 

田
川
市
 

（
午
前
 10 

時
ー
午
後
4
時
ま
で
）
 

▼
と
こ
ろ
 

〇
直
方
市
役
所
内
市
民
相
談
室
 

固
0
9
4
9
つt
→
②
→
4
1
1
1
 

〇
飯
塚
市
役
所
内
市
民
相
談
室
 

固
0
9
4
8
2
→
②
→
5
5
0
0
 

〇
田
川
市
役
所
内
市
民
相
談
係
 

固
0
9
4
7
4
→
爪
ツ
→
2
0
0
0
 

「
電
話
教
室
」
の
無
料
実
施
 

田
川
電
報
電
話
局
で
は
、
会
社
、
商
 

店
の
社
員
教
育
や
学
校
の
児
童
奪
を
対
 

象
に
、
正
し
い
電
話
の
知
識
と
ェ
チ
ケ
 

ッ
ト
の
普
及
を
目
的
と
し
た
「
電
話
教
 

室
」
を
無
料
で
行
っ
て
い
ま
す
。
 

映
画
、
模
擬
実
習
等
、
ご
要
望
に
応
 

じ
た
企
画
で
出
張
開
催
い
た
し
ま
す
。
 

詳
細
に
つ
い
て
の
問
合
せ
、
申
し
込
 

み
等
は
田
川
電
報
電
話
局
自
動
運
用
課
 

ま
で
ご
連
絡
下
さ
い
。
 

固
0
9
4
7
4
→
の
甲
→
4
2
1
6
 

無
縁
墳
墓
の
改
葬
 

次
の
者
に
縁
故
者
が
あ
れ
ば
期
日
ま
 

で
に
届
け
出
て
下
さ
い
。
 

▼
墓
地
の
所
在
地
 
芦
屋
市
打
出
春
日
 

▼
無
縁
墳
墓
の
数
 
五
四
一
基
 

▼
届
出
期
限
 
55 

年
8
月
 21 

日
 

▼
届
出
先
 
兵
庫
県
芦
屋
市
打
出
春
日
 

町
一
〇
五
番
地
芦
屋
市
都
市
計
画
部
 

区
画
整
理
課
 

▼
墓
地
の
所
在
地
 
①
福
岡
市
博
多
区
 

大
字
下
臼
井
三
一
四
番
地
 
②
ガ
 

三
三
八
番
地
 
③
 
r 
四
五
五
番
地
 

▼
無
縁
墳
墓
の
数
 
不
明
 

▼
届
出
期
限
 
55 

年
8
月
 31 

日
 

▼
届
出
先
 
福
岡
市
博
多
区
大
字
下
臼
 

井
六
一
番
地
（
下
臼
井
町
内
会
長
常
 

岡
徳
三
郎
）
ま
で
 

節
水
の
ご
協
力
を
ク
 

水
の
大
切
さ
は
、
今
さ
ら
い
う
ま
で
 

も
あ
り
ま
せ
ん
。
も
し
、
水
道
の
水
が
 

止
ま
っ
た
ら
、
私
た
ち
の
生
活
は
即
座
 

に
マ
ヒ
し
ま
す
。
家
庭
で
、
学
校
で
、
 

病
院
で
、
工
場
で
ー
い
た
る
と
こ
ろ
で
 

立
ち
往
生
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。
 

そ
の
半
面
、
私
た
ち
は
水
道
の
便
利
 

さ
に
慣
れ
て
、
や
や
も
す
る
と
不
断
は
 

水
の
あ
り
が
た
み
を
そ
れ
ほ
ど
感
じ
な
 

い
で
暮
ら
し
て
い
ま
す
。
ち
ょ
う
ど
健
 

康
な
と
き
は
健
康
の
あ
り
が
た
さ
を
意
 

識
し
な
い
の
と
同
じ
よ
う
に
 

今
年
も
厳
し
い
暑
さ
が
予
測
さ
れ
て
 

お
り
ま
す
。
こ
の
た
め
水
の
使
用
量
が
 

急
激
に
増
加
し
、
各
家
庭
に
給
水
し
て
 

い
る
水
の
量
が
不
足
し
断
水
等
の
恐
れ
 

が
あ
り
ま
す
。
道
路
、
屋
敷
内
等
の
散
 

水
は
さ
け
て
下
さ
い
。
炊
事
、
洗
濯
等
 

又
、
車
の
洗
車
な
ど
に
つ
い
て
も
極
力
 

節
水
さ
れ
ま
す
よ
う
お
願
い
致
し
ま
す
。
 

な
お
、
水
道
管
の
漏
水
を
発
見
し
た
 

ら
、
役
場
水
道
課
ま
で
ご
連
絡
下
さ
い
 

ま
す
よ
う
重
ね
て
お
願
い
し
ま
す
。
 

水
道
課
 

糸状の水 ポタポタ水 

1 時間で 1 時間で 

約8リツトル 約1リツトル 


